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事 業 概 要

東 日本大震災から5年目を迎えた平成 27年度は、宮城県においては、「宮城
県震災復興計画」に基づき、本県の再生と発展に向けた取組が着実に進められ

ました。

このような中、当公社においては、平成 26年度に引き続き特定産業廃棄物
を受け入れるなど、本県の震災からの復旧・復興に向けて、その社会的役割を

果たしてまいりました。

当年度の廃棄物処理量は、通常の産業廃棄物については、当初計画処理量

73,000ト ンに対し83,015.15ト ン、特定産業廃棄物は 981.65ト ンとなり、総処

理量は、83,996.80ト ン (当初計画比 115.1%、 対前年度比 92.8%)で 、これに

伴 う廃棄物処理手数料の合計は、1,082,437千円 (当初計画比 115.7%、 対前年

度比 92.8%)と なりました。なお、処理量、手数料収入の対前年度比の減は、
特定産業廃棄物の受入量の減少に伴 うものです。

また、これら廃棄物の埋立業務については、安全な処分を最優先に掲げて滞

りなく終了しました。

浸出水の処理に関しては、場内貯留量の増加により、平成 27年 5月 から下
水道排出と並行 して車両運搬による放流を再開せざるを得ませんでしたが、公

社負担による公共下水道施設改善対策を実施 した結果、大和町公共下水道のツト

除水量の増強と安定した排出が確保され、 10月 には車両運搬を停止 し、年度
末には、場内貯留量はほぼ通常の管理水準となりました。

なお、平成 26年度からの継続事業となっていた好気ラグーン曝気装置更新
工事、第 3埋立地遮水工事及び繰越事業の第 1埋立地雨水排水工事については、

予定の工期内に全て完了したほか、処理場の安全管理、埋立地の環境対策調査、

公社周辺の河川及び地下水の水質調査、放射能濃度測定調査については、いず

れも基準値を下回るなど、環境管理上の問題は発生していません。

また、処分場の埋立残余期間が今後 10年程度と予測される中、当公社の中
長期の事業運営指針 となる「宮城県環境事業公社事業運営計画」を策定すると

ともに、本計画に基づき、今後の事業運営や埋立終了後の維持管理に必要な資

金を確保するため、平成 28年度に 10年ぶ りとなる処理手数料の改定を行 う
こととしました。

当公社の公益 目的事業は、廃棄物処理に関する事業及び循環型社会の形成に

関する事業に大別されますが、平成 27年度においてもこれ ら事業を通じ、県
上の良好な環境の維持と県民の健康な生活の確保に寄与することができました。

実施 した主な事業の内容は、それぞれ次のとお りとなっています。
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I 廃棄物処理に関する事業
1 廃棄物の処理
平成 27年度の廃棄物処理量は、通常の産業廃棄物 83,015。 15ト ン、特定

産業廃棄物 981.65ト ンの合計 83,996.80ト ンで、 1日 の平均処理量は、

347.09ト ンとなりました。

種類別では、ガラスくず・コンクリー トくず及び陶磁器くず 34.5%、 廃

プラスチック類 24.4%、 がれき類 2、1.0%の順に多く、この 3種類で総処理

量の約 8割を占めています。

年間搬入台数は 35,589台 で、 1日 の平均搬入台数は 147台、また、排出

者は 1,792事業者となりました。

2 主要な委託業務及び工事等
(1)前年度からの継続及び繰越事業

① 好気ラグーン曝気装置更新工事 (99,000千円、総額は同額 )
曝気装置の老朽化に伴い更新するヽもので、攪拌機の電動機が省エネタ

イプヘの切替時期に重なったため、平成 26年度からの 2ヵ 年継続事業
として、平成 27年 6月 30日 に完成 したもの。
② 第 3埋立地遮水工工事 (68,826千円、総額 151,446千 円)
浸出水による公共の水域及び地下水の汚染を防止する工事で、下地

処理においてこれまでのベントナイト混合土に替えてモルタル吹付け

を採用のうえ遮水シー トの敷設を行つたもので、平成 26年度からの
2ヵ 年継続事業として、平成 27年 8月 31日 に完成したもの。
③ 雨水排水工事 (25,141千円、総額 47,641千円)
平成 27年 3月 の豪雨により敷設した水路の埋戻土が洗掘され被災
したことから、復旧及び工法の検討のため工期を延長し、平成27年
6月 30日 に完成したもの。

9)当年度事業
① 埋立業務委託 (111,740千円)
通常の産業廃棄物埋立処分、覆土作業及び処理場内の維持管理等を

行ったもの。

② 特定産業廃棄物埋立処分業務委託 (48,042千円)
原発事故由来の上水道関係廃棄物を震災廃棄物と同様の安全な方法

により埋立処分したもの。

③ 覆土材採取及び運搬等業務委託 (54,595千円)
切土場での覆土材採取、第 3埋立地への覆土材運搬等を行つたもの。
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④ 浸出水処理施設運転維持管理業務 (24,300千円、3ヵ 年総額 72,900
千円)

浸出水を処理し下水道へ排除するまでの一連の業務を行つたもので、

3ヵ年契約としているもの。

⑤ 浸出水処理水運搬業務 (43,549千円)
場内貯留水の早期排除による浸出水量の安定化を図るため、下水道

排出と並行して車両運搬により排除を促進したもの。

実施期間 :平成 27年 5月 27日 ～10月 27日

総排出量 :14,976ぷ (8ポ/台 )
延べ台数 :1,872台

⑥ 公共下水道施設改善対策業務 (4,530千円)
町下水道への排除水の増量と安定排出を図るため、下水道法に基づ

く原因者負担により施設 。設備の点検及び改善対策を行つたもの。

⑦ 原水送水設備点検及び更新工事 (11,173千円)
各埋立地に設置している原水送水ポンプや電動仕切弁の点検を実施

するとともに、老朽化した機器の更新を行つたもの。

③ 下水道電気計装設備′点検整備業務 (2,850千円)
下水道の電気計装設備の点検整備や部品の交換を行い、浸出水処理

の適正な管理に努めたもの。

⑨ 埋立地内TV調査及び集水管等清掃業務 (3,700千円)
各埋立地の浸出水集水管のTV調査・清掃や各ピットの清掃を行い、
浸出水の適正な処理に努めたもの。

⑩ 攪拌ブロワー更新工事 (3,330千円)
浸出水処理施設に設置している2台の攪拌ブロワーを更新したもの。

① トラックスケール積載台交換工事 (2,800千円)
40ト ン枠が設置してある第 2スケールの積載台の腐食・劣化に対
応して更新したもの。

⑫ 第 1ト ラックスケール基礎枠補修工事 (1,720千円)
基礎枠コンクリー トに経年劣化に伴う欠落等が発生したため、緊急

に補修を行つたもの。

⑬ 重機の更新 (19,000千円)
平成 17年度から廃棄物の埋立処分及び覆土作業に使用してきたブ
ルドーザーを更新したもの。

⑭ 各種モニタリングの実施 (6,271千円)
法令及び協定に基づき、処理場内の浸出水、下水排出水、観測井及

び河川水等を定期的に分析し、水質の管理に万全を期したもの。
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⑮ 放射能濃度測定業務 (1,419千円)
法令及び協定に基づき、下水排出水、観測井等の放射能測定及び処

理場境界における空間線量を測定したもの。

⑩ 用地取得
埋立が終了している第 2埋立地の借用地を公社所有の一体の土地と

して適正に維持管理するため、買収のうえ所有権移転登記を行つたも

の 。

所 有 者 :

購入面積 :

購入金額 :

森郷共栄生産森林組合

測量・登記業務委託 :

(3 次年度継続事業
① 雨水ツト水工事 (48,600千円、総額 90,000千円)
埋立の終了した第 1埋立地の雨水を円滑に排除するため施工するも

の。平成 26年度工事において豪雨により被災したことから、災害防止
対策を講じ、平成 28年度までの2ヵ年継続事業として実施するもの。
② 遮水工下地処理工事 (105,460千 円、総額 195,300千円)
第 3埋立地における造成法面の浸食防止と浸出水の低減を目的に、平

成28年度までの2ヵ 年継続事業として、最上段までモルタル吹付工法
により施工するもの。

に)次年度への繰越事業
① 浸出水処理施設整備基本計画策定業務(2,980千円、総額 6,900千 円)
今後の浸出水の処理のあり方を検討するとともに、浸出水処理施設

整備基本計画を策定するもの。浸出水量調査において、当処分場の特性

の把握及び整理に不測の日数を要することとなったため、平成 28年度
へ繰越しするもの。

契約期間 :平成 27年 6月 30日 ～平成 28年 5月 31日
② クリーンプラザみやぎ場内環境整備事業 (総額 10,000千 円)
修景緑化等により処理場のイメージアップや場内環境の整備を図る

もの。一部資材の調達に不測の日数を要することが判明したため、平成

28年度へ繰越しするもの。
契約期間 :平成 27年 12月 22日 ～平成 28年 4月 28日
③ 駐車場整備事業 (3,690千円、総額 6,850千円)
駐車場への通路の一部で大型車両との共用区間があり、当該区間の

64,758耐

25,903,2001η

7,000,000F弓
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地盤強度調査に不沢1の 日数を要することとなったため、平成 28年度ヘ

繰越 しするもの。

契約期間 :平成 28年 2月 26日 ～平成 28年 5月 20日
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「廃棄物処理に関する事業」附属明細書

1 廃棄物処理実績
(1)種類別処理量 (図 1参照)

廃 棄 物 名 処理量 t 割合% 廃 棄 物 名 処理量 t 割合%
ガラスくず 。コンクリー トくず及ひ

陶   磁   器   く   す 29,003.25 34.5

そ
　

の
　

他

木 く ず 1,338.60

4.1

廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 20,477.00 24.4 繊  維  く ず 800。 55

が れ き 類 17,652.95 21.0 廃 石 綿 等 727.65

石 綿 含 有 物 4,654.75 5.5 紙 く ず 285.45

缶
小
機 性 汚 泥 4,492.50 5. 鉱 さ 187.80

|ゴ い じ ん 1,889.55 2. 有 機 性 汚 泥 75. 70

燃 えゝ 殻 1,400.15 金 属 く ず 29. 20

/1ヽ 計 79,570.15 ゴ ム く ず 0.05

/1ヽ 計 3,445.00

計 83,015.15 98.8

特 定 浄 水 汚 泥

合  計 (産業廃棄物 +特 定産業廃棄物 ) 83,996.80 1  100.0

9)業種別処理量 (図 2参照)
業 種 建 設 業 サー ビス業

木材 。本製品
製  造  業 公 共 団 体

製
業
拓
造

業．
製

菱黒
口帥

そ  の  他
処理量

(t)
50,705_25 25,851.95 2,146. 10 1,159.20 897.35 3,236.95

割合
(%)

60.4% 30.8% 2.5% 1.4% 1.1% 3.80/0

に)市町村別処理量

15)処理量累計 (昭和53ん平成27年度 )

広域圏
名
仙台都市周辺

61,028.75 13,036.10 3,792.70 535。 35

市町

村名
仙

ム
口 市 石 巻 市 大  和  町 名  取  市 岩  沼  市 そ  の  他

処理量

(t)
44,966. 95 11,673.90 3,837.60 3,229.25 3,013.90 17,275. 20

割合
(%)

53.5% 13.9% 4.6% 3.8γ 3.6% 20.6%

昭和53～平成25年度処理量 平成26年度処理量 平成27年度処理量 処理量累計

7,529,541.55 90,527.15 83,996.80 7,704,065.50
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ばいじん

2.3%

無機性汚泥

5.3%

石綿含有物

5.5%

木材・木製品製造業 1.4%

2.5%

特定産業廃棄物

1.2%

図 1種 類 別 処 理 量

窯業・土石製品製造業

公共団体  1・ 1%

繊
軋
燃

１

図 2業 種 別 処 理 量

ガラスくず。コンク

リートくず及び陶

83.996。 80t

83,996.80t

(100%)
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2 主要な委託業務及び工事等
(1)前年度からの継続及び繰越事業

事 業 名 内 容
契約金額

受注者名
工 期 等

①
気
事
曝

工
ン一
新

グ
更
ラ気
置

好
装

曝 気 装 置 更 新   8基

機 械 設 備 、 電 気 設 備    一  式

99,000千円

日立造船榊東北支社

自 H26.10.21

至  H27.6.30

② 第 3埋 立 地 遮 水 工 工 事
遮 水 工

保 有水等集排 水設備 エ    ー  式
地 下 水 集 排 水 設 備 工

151,446千 円

西武建設欄東北支店

自 H26.12.24

至  H27.8.31

③ 雨 水 排 水 工 事
水    路    工 L=1,030 m

既 存 水 路 撤 去 工 L=784m

47,641千円

靭吉田工務店

白

　

　

至

H26.10.6

H27.6.30

(2)当年度事業

事 業 名 内 容
契約金額

受注者名
工 期 等

① 埋 立 業 務 委 託

分
理
工
工

産
処
浸
雨

式

111,740千 円

榊金原土建

自
　
　
至

H27.4.1

H28.3.31

②
物
託

棄
委

廃
務

業
癬

産
処
定
立
特
埋

工
工
工
工

ニユ埋
土
設

蟄
盛
施
設

廃
層
水

定特
表
排
仮

一  式
48,042千円

西武建設脚東北支店

自  H27.9.1

至 H27.11.30

③
び
託

及
委

取
務

採
業

材
等
土
搬

覆
運

成
取

工

造
採

場
材
搬

土
土

切
覆
運

一  式
54,595千円

八嶋建設閉

自
　
　
至

H27.4.1

H28.3.31

④
設
務

施
業

理
理

処
晴

水
維
出
転
浸
運

処理施設 運転維 持 管理     一  式
24,300千円

重環オペレーション開

自
　
　
至

H27.4.1

H28.3.31

⑤
水
務

理処
業

水
搬
出浸

運
処 理 水 運 搬 放 流  1,872台

43,549千円

全環衛生事業 (協 )

自

　

　

至

H27.5.25

H28.3.31

⑥
設
務

施
業
道
策
水下
対

共
善

公
改

流 下 能 力 測 定   一 式

空  気  弁  交  換     2箇 所

下 水 道 管 清 掃   一 式

4,530千円

閉北都プラン ト
仙台営業所

自  H27.8.5

至 H27.10.30

⑦
検
事
点

工

備設
新

水
更
送水
び

原
及

電 動 仕 切 弁 点 検

第 2原 水 ポ ン プ 更 新

第 3原 水 ポ ン プ 点 検

ム
ロ
ム
ロ
　
ム
ロ

４

　

２

　

３

H,173千 円

開北都プラント
仙台営業所

自  H27.9.1

至 H27.12.28

③
備
務婦業

計
備
気電
整雌検

下
点

電 源 装 置 更 新

流 量 計 点 検 整 備

分 析 等 機 器 点 検 整 備

＋ヽ
　
ムロ
　
ムロ

1

1

2,850千円

東北計測サービス腕

自
　
　
至

H27.11.2

H28.1.15

⑨
査
務
調
業

Ｖ
蘭

Ｔ
等
内
管地動

エエ
び
埋
及

調

　

清

査

　

掃

工

　

工

一  式
3,700千 円

榊官城日化サービス

自

　

至

H27.10.30

H27.12.28

⑩ 攪 拌 ブ ロ ワー 更 新 工 事 覺 拌 ブ ロ ワ ー 更 新    2台
3,330千円

萱場工業腑

自
　
　
至

H27.9.1

H27.10.30
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⑪
ル
務
一
業
ヶ
換
ス
交

ク
ツ／
ムロ

ラ
載

卜
積 式

ル
備
換

一ケ
　
交

ス
整
ｏ４　　　ムロ

第
検
・

載

第
点
積

2,800千円

日東イシダ榊

白
　
　
至

H27.6.11

H27.9.30

⑫
ル
事

ケ．
工

ス
修

ツ ク
補

ラ
枠

・
礎

第
基

補 修     一  式枠礎基

1,720千 円

日東イシダ冊

自
　
　
至

H27.5.22

H27.7.17

⑬ 新更の機重 1

岳ド

一

レ

Ｘ

ノ

（ｒ

ブ

５

地

Ｄ ６

湿
＜

19,000千円

コマツ建機販売欄
東北カンパニー

自
　
　
至

H27.8.20

H28.1.31

⑭ 各種 モ ニ タ リン グの実施 式

務

ン
務
等

業

シ
業
務

査
キ
析
業定

検
オ
分
‐演

質
イ
通
気

水
ダ
共
臭

6,271千円
(公財)宮城県公害衛生検
査センター、エヌエス環境

株式会社東北支社

自
　
　
至

H27.4.1

H28.3.31

⑮ 放 射 能 濃 度 測 定 業 務
下 水 排 出 水 ・ 地 下 水
放  射  能  測  定   28箇 所
難 抽 靖 界 牢 FB5線 景 測 壼 生

1,419千 円

(公財)宮城県公害衛生検
査センター

自

　

至

H27.4.1

H28_3_31

⑩

量
務卸業

用
記
地エエ
登

埋
び

ア
　
２

＜

第
及

測 量 業 務
一  式

登 記 申 請 業 務

7,000千円

周復建技術
コンサルタント

自

　

至

H27.6.30

H28.3.31

(イ )

用 地 取 得

折

溝

産
合
生

　

２ｍ

栄
組
　
５８

は
林
　
６４
，
７

森
森

者

　

積面

有

入

25,903千円

森郷共栄生産森林組合

土地引受日

H28.2.26
登記  H28.3.31

(3)次年度継続事業

事  業  名 内 容
契約金額

受注者名
工 期 等

① 雨 水 排 水 工 事

水  路  工 L=887m

付   帯    工      9箇 所

既 存 水 路 撤 去 工  L=63m

90,000千円

榊松川土木

自

　

　

至

H27.11.4

H28.6.30

② 遮 水 工 下 地 処 理 工 事

工
工
備

工

熟藤

形
理
水

整
処
刺

設

面
地
水下

法
下
地
仮

一  式
195,300千円

閉東北リアライズ

自

　

　

至

H27.10.21

H29.1.31

(4)次年度への繰越事業

事  業  名 内 容
契約金額

受注者名
工 期 等

①
備
務
整
業
設
定い」

水
計

出
本
浸
基

査

　

設
画

調

　

施
計

質

　

理
本

水

　

処

・
　

水
基

文

　

出
造

水

　

浸
改

式

6,900千円

パシフィックコンサル
タンツ側東北支社

自

　

　

至

H27.6.30

H28.5.31

②
ぎ
業
ゃ
事幾
備
ラ
整
プ
境）環

り
内
ク
場

値 栽 工

ロ グ ハ ウ ス 修 繕   一 式

ラ グ ー ン 高 木 伐 採

10,000千円

星造園土木榊

自
　
　
至

H27.12.22

H28.4.28

③ 駐 車 場 整 備 事 業

土          工    237 ざ
地 盤 改 良 工  176ポ
舗    装    工    907 ポ

6,850千円

丸員工業い

自
　
　
至

H28.2.26

H28.5.20
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循環型社会の形成に関する事業

1 環境シンポジウム

近年、世界中で極端な気象現象が観測 され、地球温暖化が進んでいること

が裏付けられている。我が国でも大雨による洪水の発生など、異常気象によ

る被害が増大 している中、このような現象を防ぐにはどのように対処すべき

か、広 く糸口を探るため開催 したもの。

また、東 日本大震災か ら4年 目を迎え、本県の復旧・復興状況について紹

介 したもの。

開 催  日

場   所

講 演 I

平成 27年 11月 20日 (金 )

イズ ミティ 21(仙 台市泉文化創造センター )
「異常気象を防ぐ手立てはあるか」

講  師  中間貯蔵・環境安全事業株式会社

代表取締役 谷 津 龍 太 郎 氏

「東 日本大震災からの復旧・復興状況」

講  師  宮城県震災復興・企画部

講  演  Ⅱ

参事兼震災復興政策課長

小 林 一 裕 氏

出 席 者  143名

2 廃棄物セ ミナー

国内の最終処分場は、埋立年数が残 りわずかであると懸念 されなが らも、

未だに新たな処分場の建設が進まない状況にある。当公社の最終処分場も残

り10年ほどとな り、次の処分場を検討する時期を迎えている中、近年設置

事例が増えてきている「クローズ ド型処分場」に焦点を当て、設置に至るま

での具体例について紹介を行ったもの。

また、東 日本大震災のような巨大災害における「人づ くり。技術力・ネ ッ

トワーク」に基づ く処理体制の構築の重要性について、経験談を発表 しても

らうことで、今後の私たちの生活にどのように活か していくべきか、その方

策について考える一助 としたもの。

開 催  日  平成 28年  2月 18日 (木 )

場   所  みやぎ産業交流センター (本館大ホール )

講 演  I  「全国のモデル となる安全で地域に役立つ最終処分場を
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講  演  Ⅱ

目指 して～ 「エコアくまもと」落成までの歩み～」

講  師  公益財団法人 熊本県環境整備事業団

技術課長 西 岡 和 紀 氏

「廃棄物処理会社の震災での業務 と今後に望むこと」

講  師  宮城県産業廃棄物協会仙台支部事務局

近 藤 正 和 氏

出 席 者 147名

3 環境関連事業への協賛

県内の市町村や団体等が廃棄物の減量化や資源の有効活用をテーマ とし

て開催する普及啓発活動に協賛 し、循環型社会推進の一助 としたもの。

⑤ エコフェスタ2015 (ア メ

(亘理町主催 )

(七 ヶ浜町主催 )

(多賀城市主催 )

(栗原市主催 )

ニティ 。せんだい推進協議会主催 )

⑥ 環境フェア2015
⑦ りふ環境まるごとフェア2015

(石巻市主催 )

(り ふ環境まるごとフェア 2015実 行委員会・利府町主催 )

おおさき環境フェア (おおさき環境フェア実行委員会主催 )

第 25回おおがわらオータムフェスティバル (大河原町主催 )

丸森町公衆衛生組合連合会講演会  (丸森町公衆衛生組合連合会主催 )

第 12回蔵王町産業まつ り (蔵王町産業まつ り実行委員会主催 )

角 田市環境フェステバル 2015(角 田市、角田市教育委員会、すばらしい角田

を創る協議会、角田市環境衛生組合連合会主催)

⑬ 平成 27年度柴田町環境フェア (エ コライフ推進事業)

加美町環境フェア

(柴 田町・柴 田町エコライフ推進会議主催 )

(加美町環境フェア実行委員会主催 )

なっ得 !発見 !みやぎ環境フォーラム

(「ダメだつちゃ温暖化」宮城県民会議 (宮城県)主催 )

① わたり環境フォーラム2015
② しちがはま環境フェスタ
③ こどもECOレポート
④ 2015栗 原市民まつり

③

⑨

⑩

①

⑫

⑭

⑮
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Ⅲ 理事会等開催状況

1理 事 会

(1)第 1回理事会

開催 日時   平成 27年 5月 26日 (火 )

午前 10時 30分～午前 11時 35分

場  所   仙台市内 (江陽グラン ドホテル )

出席理事   7名 (総数 8名 )

出席監事   1名 (総数 1名 )

(報告事項〉  平成 26年度職務の執行状況について

(議  案〉

第 1号議案  平成 26年度事業報告及び附属明細書 (案)に関する件

第 2号議案  平成 26年度計算書類 (貸借対照表、正味財産増減計算 書及

び附属明細書)及び財産 目録並びにキャッシュ・フロー計算書

(案)に関する件

第 3号議案  定時評議員会の招集に関する件

第 4号議案  評議員候補者の推薦について

12)第 2回理事会

みなし決議の日 平成 27年 6月 11日 (木 )

理事会の決議があつたものとみなされた事項の内容

(議  案〉  専務理事の選定に関する件

は)第 3回理事会

開催日時   平成 27年 12月 2日 (水 )

午後 1時 00分～午後 2時 30分

場  所   仙台市内 (江陽グランドホテル)
出席理事   7名 (総数 9名 )
出席監事   1名 (総数 1名 )
(報告事項) ① 平成 27年度上半期の事業執行状況及び職務執行状況につい

て

② 中長期計画 (案)について

(議  案)
第 1号議案  理事長専決処分の承認に関する件



第 2号議案  平成 27年度事業計画の変更及び収支補正予算 (案)に関する

件

第 3号議案  基本財産を定める件

第 4号議案  平成 27年度債務負担行為 (案)に関する件

第 5号議案  廃棄物処理料金の改定 (案)に関する件

に)第 4回理事会

開催 日時   平成 28年 2月 19日 (金 )

午後 0時 40分～午後 1時 15分

場  所   仙台市内 (江陽グラン ドホテル )

出席理事   7名 (総数 9名 )

出席監事   1名 (総数 1名 )

(議  案〉

第 1号議案  平成 27年度事業計画の変更及び収支補正予算 (案)に関する件

第 2号議案  平成 27年度債務負担行為 (案)に関する件

第 3号議案  平成 27年度第 2回評議員会の招集に関する件

b)第 5回理事会

開催 日時   平成 28年 3月 28日 (月 )

午後 3時 00分～午後 4時 30分

場  所   仙台市内 (江陽グラン ドホテル )

出席理事   7名 (総数 9名 )

出席監事   1名 (総数 1名 )

(議  案〉

第 1号議案  平成 28年度事業計画 (案)及び収支予算 (案)に関する件

第 2号議案  平成 27年度第 2回評議員会の招集に関する件

第 3号議案  事務局の重要な職員の承認に関する件

(報告事項)  「公益財団法人宮城県環境事業公社事業運営計画」について

俗)第 6回理事会

開催 日時   平成 28年 3月 28日 (月 )

午後 5時 00分～午後 5時 25分

場  所   仙台市内 (江陽グラン ドホテル )
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出席理事

出席監事

(報告事項 )

(議  案〉

第 1号議案

第 2号議案

第 3号議案

第 4号議案

評 議 員 会

(1)定時評議員会

開催 日時

場  所

出席評議員

出席監事

出席理事

(報告事項〉

(議  案 )

第 1号議案

第 2号議案

第 3号議案

10名 (総数 12名 )

1名 (総数 1名 )

平成 27年度第 2回評議員会の議決内容について

理事会運営規則の一部改正に関する件

役員の職務権限に関する規程の制定に関する件

理事長の選定に関する件

業務執行理事の選定に関する件

(第 1回評議員会 )

平成 27年 6月 11日 (木 )

午前 10時 30分～午前 11時 45分

仙台市内 (江陽グラン ドホテル )

6名 (総数 7名 )

1名 (総数 1名 )

2名 (常勤理事 )

① 平成 26年度事業報告及び附属明細書に関する件

② 平成 26年度計算書類 (貸借対照表、正味財産増減計算書

及び附属明細書)及び財産 目録並びにキャッシュ・フロー

計算書に関する件

理事の選任に関する件

監事の選任に関する件

会計監査人の選任に関する件

０
４ 第 2回評議員会

開催 日時   平成 28年 3月 28日 (月 )

場  所

出席評議員

出席監事

出席理事

午後 4時 30分～午後 5時 00分

仙台市内 (江陽グラン ドホテル )

7名 (総数 7名 )

1名 (総数 1名 )

2名 (常勤理事 )
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(議  案〉

第 1号議案  定款の変更に関する件

第 2号議案  役員等の報酬等に関する規程の一部改正に関する件

第 3号議案  常勤理事の報酬額を定める件

第 4号議案  理事の選任に関する件

(報告事項)。  「公益財団法人宮城県環境事業公社事業運営計画」について

3 評議員選定委員会

開催 日時   平成 27年 6月 1日 (月 )

午前 10時 40分～午前 11時 35分

場  所   仙台市内 (江陽グラン ドホテル )

出席委員   5名 (総数 5名 )

出席役員   2名 (常勤理事 )

(議  案〉  評議員の選任について

4 監事監査

(1)決算監査

実施 日日寺    平成 27年 5月 18日 (月 )～ 19日  (火 )

場  所   公益財団法人宮城県環境事業公社会議室

実施内容   平成 26年度事業報告及び収支決算について

12)中 間監査

実施 日時   平成 27年 11月 11日 (水 )

場  所   公益財団法人宮城県環境事業公社会議室

実施内容   平成 27年度上半期事業報告及び財務諸表等について

5 会計監査人監査

(1)決算監査

実施 日時  平成 27年 5月 12日 (火 )、 平成 27年 5月 14日 (木 )

平成 27年 5月 18日 (月 )

場  所  公益財団法人宮城県環境事業公社会議室

実施内容  平成 26年度事業報告及び収支決算について

レ)中 間監査
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実施 日時    平成 27年 10月 28日 (水 )～ 29日 (木 )

場  所   公益財団法人宮城県環境事業公社会議室

実施内容   平成 27年度上半期事業報告及び財務諸表等について

6 全国廃棄物処理公社等連絡協議会

(1)第 36回担当主管者会議

開 催 日   平成 27年 7月 9日 (木)～ 10日 (金 )

場  所   広島県広島市

出席職員   2名 (総出席者数 57名 )

(議  題〉  廃棄物の搬入抑制の取 り組みとその効果について他 24件

12)第 37回連絡協議会

開 催 日   平成 27年 11月 5日 (本)～ 6日 (金 )

場  所   香川県高松市

出席職員   3名 (総出席者数 55名 )

(議  題〉  埋立終了後の維持管理計画等について他 8件

7 第 40回環境保全協定に基づく協議会

開催 日時   平成 27年 5月 8日 (水 )

午前 11時 00分～午後 1時 00分

場  所   大和町役場会議室

出席委員   11名

〈議  題)  搬入車両の交通安全対策及び環境汚染防止対策について

(報告事項〉  ① 平成26年度事業報告及び平成27年度事業計画について

② 特定産業廃棄物の受入れ状況について

③ 水質検査結果及び鶴巣地区井戸水の放射能濃度の測定結果
について

8 環境 I S 014001更新審査
審 査 日   平成 27年 10月 26日 (月 )～ 27日 (火 )
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Ⅳ 役員等名簿 (平成 28年 3月 31日 現在 )

評 議 員

氏   名 常勤・非常勤 現 職 等

浅 野 孝 雄 非常勤 弁 護 士

浅 野   元 非常勤 大和 町長

川 上 正 智 非常勤 日本製紙株式会社石巻工場長代理兼事務部長・岩沼工場長代理

北 辻 政 文 非常勤 宮城大学食産業学部教授

柴 田   実 非常勤 キリンビール株式会社仙台工場長

間 庭   洋 非常勤 仙台商工会議所専務理事

佐 野 好 昭 非常勤 宮城県環境生活部長

理   事

氏  名 常勤・非常勤 現 職 等

橋 本   潔 常  勤 理事長 (代表理事 )

菊 地 正 幸 常 勤 専務理事 (業務執行理事)

風 間 康 静 非常勤 宮城県市長会副会長「白石市長」

佐 藤   仁 非常勤 官城県町村会副会長 「南三陸町長」

松 岡 利 彦 非常勤 東北電力株式会社執行役員環境部長

西 村   修 非常勤 東北大学大学院工学研究科教授

山 田 理  恵 非常勤 東北電子産業株式会社代表取締役社長

木 須 八重子 非常勤 公益財団法人せんだい男女共同参画財団理事長

山 本 雅 伸 非常勤 官城県環境生活部次長

土 井 秀 逸 非常勤 仙台空港ビル株式会社顧問

西 條   力 非常勤 宮城県議会事務局長

佐々木   源 非常勤 宮城県出納局技監兼次長 (技術担当)

監   事

氏   名 常勤・非常勤 現 職 等

菅 原 道 義 非常勤 元官城県監査監

会計監査人

氏   名 常勤・非常勤 現 職 等

福 田   稔 非常勤 公認会計士
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